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『徒
然
草
』
第
百
八
段
「心
常
に
風
雲
の
興
を
観
ぜ
し
か
ば
」
考
は
じ
め
に
『徒
然
草
』
第
百
八
段
は
寸
陰
愛
惜
の
思
想
を
説
く
章
段
で
、
次
に
あ
げ
る
の
は
そ
の
全
文
で
あ
る
。
寸
陰
借
し
む
人
な
し
。
是
、
よ
く
知
れ
る
か
、
愚
か
な
る
か
。
愚
か
に
し
て
怠
る
人
の
た
め
に
言
は
ば
、　
一
銭
軽
し
と
い
へ
ど
も
、
是
を
重
ぬ
れ
ば
貧
し
き
人
を
富
め
る
人
と
な
す
。
さ
れ
ば
、
商
人
の
一
銭
を
惜
し
む
心
、
ね
ん
ご
ろ
な
り
。
刹
那
覚
え
ず
と
い
へ
ど
も
、
こ
れ
を
運
び
て
や
ま
ざ
れ
ば
、
命
を
修
す
る
期
た
ち
ま
ち
に
至
る
。
さ
れ
ば
、
道
人
は
遠
く
日
月
を
惜
じ
む
べ
か
ら
ず
。
た
ゞ
今
の
一
念
空
し
く
過
ぐ
る
こ
と
を
惜
じ
む
べ
し
。
も
し
、
人
来
り
て
、
我
が
命
、
明
日
か
な
ら
ず
失
は
る
べ
し
と
告
げ
知
ら
せ
た
ら
ん
に
、
今
日
の
暮
る
ゝ
間
、
何
事
を
か
楽
し
み
、
何
事
を
か
営
ま
む
。
わ
れ
ら
は
生
け
る
今
日
の
日
、
何
ぞ
其
時
節
に
異
な
ら
む
。　
一
日
の
う
ち
に
、
飲
食
、
便
利
、
睡
眠
、
言
語
、
行
歩
、
や
む
こ
と
を
得
ず
し
て
多
く
の
時
を
失
ふ
。
そ
の
余
り
の
暇
、
い
く
ば
く
な
ら
ぬ
中
、
無
益
の
こ
と
を
な
し
、
無
益
の
こ
と
を
言
ひ
、
無
益
の
こ
と
を
思
惟
し
て
、
時
を
移
す
の
み
な
ら
ず
、
日
を
消
し
、
月
を
わ
た
り
て
、　
一
生
を
送
る
、
尤
愚
謝
立
群
か
也
。
謝
霊
運
は
法
華
の
筆
儒
な
り
し
か
ど
も
、
心
常
に
風
雲
の
興
を
観
ぜ
し
か
ば
、
恵
遠
、
自
蓮
の
交
り
を
許
さ
ざ
り
き
。
し
ば
ら
く
も
こ
れ
な
き
時
は
死
人
に
同
じ
。
光
陰
何
の
た
め
に
か
惜
じ
む
と
な
ら
ば
、
内
に
思
慮
な
く
、
外
に
政
事
な
く
し
て
、
や
ま
む
人
は
や
み
、
修
せ
ん
人
は
修
せ
よ
と
な
り
。
こ
の
章
段
の
後
半
に
は
、
謝
霊
運
が
自
蓮
社
に
入
ろ
う
と
し
た
の
を
慧
遠
が
許
さ
な
か
っ
た
と
い
う
話
が
書
か
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
謝
霊
運
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
が
、
「心
常
に
風
雲
の
興
を
観
ぜ
し
か
ば
」
（烏
丸
本
は
「風
雲
の
思
」
と
す
る
）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
し
方
を
、
管
見
の
限
り
で
は
『徒
然
草
』
以
外
に
見
出
さ
な
い
た
め
、
兼
好
が
独
自
に
書
い
た
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
は
、
謝
霊
運
に
対
す
る
兼
好
の
関
心
と
評
価
を
こ
の
表
現
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
謝
霊
運
は
す
ぐ
れ
た
詩
人
で
あ
り
、
仏
教
に
造
詣
が
深
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『宋
書
』
な
ど
に
記
さ
れ
る
豪
奢
、
放
縦
を
き
わ
め
た
性
格
で
最
後
に
は
謀
反
の
罪
で
「棄
市
」
（市
場
で
の
死
刑
）
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
う
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
本
稿
で
は
、
第
百
八
段
に
お
け
る
謝
霊
運
の
描
き
方
に
着
目
し
、
兼
好
が
謝
霊
運
の
人
物
像
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
の
か
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
一　
唐
、
宋
の
文
献
に
見
え
る
記
載
慧
遠
が
謝
霊
運
の
白
蓮
社
入
り
を
許
さ
な
か
っ
た
話
が
、
中
国
の
文
献
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
た
の
か
を
見
て
み
よ
う
。
そ
の
前
に
、
ま
ず
、
慧
遠
と
そ
の
自
蓮
社
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
慧
遠
（三
二
四
～
四
一
六
）
は
、
中
国
浄
土
教
の
祖
師
と
言
わ
れ
、
念
仏
結
社
の
開
祖
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
そ
の
経
歴
は
慧
鮫
の
『
梁
高
僧
伝
』
巻
六
の
慧
遠
伝
に
よ
れ
ば
、
慧
遠
は
、
俗
姓
を
買
氏
と
い
い
、
雁
門
楼
煩
（山
西
省
静
楽
県
）
の
人
で
あ
る
。
少
年
時
代
か
ら
儒
教
の
六
経
を
修
め
、
殊
に
『老
子
』
と
『荘
子
』
を
よ
く
し
た
。
二
十
一
歳
の
時
道
安
に
従
っ
て
出
家
し
、
大
乗
の
奥
旨
に
精
通
し
た
。
後
に
鷹
山
の
東
林
寺
に
住
し
、
没
す
る
ま
で
の
二
十
余
年
間
、
専
ら
仏
道
の
修
行
に
つ
と
め
、　
一
度
も
山
を
出
な
か
っ
た
と
い
う
。
白
蓮
社
と
は
、
慧
遠
が
慮
山
に
お
い
て
結
ん
だ
念
仏
結
社
で
あ
る
。
元
興
元
年
（四
〇
二
）
七
月
に
、
慧
遠
は
虜
山
に
集
ま
る
仏
弟
子
、
貴
族
の
信
者
お
よ
そ
百
二
十
二
人
と
と
も
に
白
蓮
社
を
結
び
、
阿
弥
陀
仏
像
を
立
て
、
西
方
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
期
し
た
。
白
蓮
社
は
中
国
結
社
念
仏
の
始
ま
り
で
あ
る
。
謝
霊
運
が
自
蓮
社
に
入
ろ
う
と
し
た
の
を
慧
遠
が
許
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
慧
遠
を
伝
え
る
最
も
古
い
史
料
『出
三
蔵
記
集
』
や
『梁
高
僧
伝
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
謝
霊
運
を
伝
え
る
古
い
伝
記
『宋
書
』
、
『南
史
』
に
も
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
現
存
史
料
の
中
で
最
も
早
く
こ
の
話
に
触
れ
て
い
る
の
は
、
唐
代
、
江
陵
竜
興
寺
の
僧
で
あ
る
斎
己
の
「題
東
林
十
八
賢
真
堂
」
で
あ
る
。
自
藉
花
前
旧
影
堂
。
劉
雷
風
骨
書
二竜
章
「
共
軽
二
天
子
諸
侯
貴
「
同
愛
ニ
吾
師
一
法
長
「
陶
令
酔
多
招
レ
不
レ
得
。
謝
公
鳳
吾
Ｔ
分
猛
ギ
万
。
何
人
到
レ此
思
善
回
岡
「
嵐
点
苔
痕
満
二粉
謄
「
翁
全
唐
詩
』
巻
八
四
四
、
斎
己
七
）
こ
の
詩
は
慧
遠
の
高
徳
を
称
え
た
も
の
で
あ
る
。
謝
霊
運
は
「心
乱
」
で
あ
っ
た
た
め
、
白
蓮
社
入
社
が
で
き
な
か
っ
た
と
詠
じ
て
い
る
。
宋
代
、
契
嵩
の
書
い
た
「東
林
影
堂
六
事
」
２
０
四
六
年
成
立
）
「
仏
祖
統
記
』
巻
二
六
）
に
も
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
予
読
善
回
僧
伝
蓮
社
記
及
九
江
新
旧
録
「
最
愛
二法
師
六
事
「
謂
可
二
以
勧
也
。
乃
引
而
釈
レ之
。
列
二之
影
堂
・以
示
二来
者
「
陸
修
静
異
教
学
者
。
而
興
語
必
過
レ
渓
。
是
不
三
以
レ
人
而
棄
二
其
言
一也
。
陶
淵
明
滴
二
於
酒
「
而
招
レ之
令
レ入
レ社
。
蓋
簡
二小
節
一而
取
二其
達
・也
。
跛
陀
高
僧
異
説
被
レ濱
。
而
反
延
誉
レ之
。
蓋
重
二有
道
・而
矯
二嫉
賢
・也
。
謝
霊
運
以
ヽ
靱
警
末
Ｌ
弩
而
果
歿
二於
刑
“
蓋
識
二其
器
・而
知
二其
終
・也
。
（中
略
）
此
故
遠
公
徳
量
宏
大
。
独
出
二於
古
今
之
人
・者
実
。
「
大
正
新
修
大
蔵
経
』
四
九
、
二
七
一
頁
）
契
嵩
は
、
高
僧
伝
、
蓮
社
記
及
び
九
江
の
新
、
旧
録
の
中
か
ら
慧
遠
の
六
事
を
列
挙
し
て
称
え
て
い
る
。
謝
霊
運
に
つ
い
て
は
、
慧
遠
は
彼
が
「心
雑
」
で
あ
る
の
を
理
由
に
認
め
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
果
た
し
て
謝
霊
運
は
処
刑
さ
れ
た
。
そ
れ
は
慧
遠
が
謝
霊
運
の
人
間
性
を
知
り
、
将
来
の
運
命
を
予
見
し
た
か
ら
だ
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
二
つ
の
史
料
か
ら
、
慧
遠
が
謝
霊
運
の
白
蓮
社
入
り
を
許
さ
な
か
っ
た
話
は
、
慧
遠
の
人
の
善
悪
を
見
抜
く
能
力
を
称
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
一
方
、
宋
代
に
は
書
か
れ
た
慧
遠
伝
に
も
、
こ
の
話
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
宋
代
に
は
、
幾
つ
か
の
慧
遠
伝
が
編
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
話
を
慧
遠
伝
に
入
れ
た
の
は
、
陳
舜
熊
の
『慮
山
記
』
貧
〇
七
二
年
頃
成
立
）
を
嗜
矢
と
す
る
。
『慮
山
記
』
巻
三
の
「社
主
遠
法
師
」
の
中
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
陳
郡
謝
霊
運
。
負
レ才
傲
レ物
。
少
レ
所
二
推
重
「　
一
見
粛
然
心
服
。
為
菫
二
東
西
二
池
一種
二白
蓮
「
求
レ入
レ浄
社
。
師
以
二
心
雑
・止
二之
。
今
大
正
新
修
大
蔵
経
』
五
一
、　
一
〇
三
九
頁
）
謝
霊
運
は
才
能
を
頼
み
と
し
て
物
に
傲
り
、
人
を
尊
敬
し
な
か
っ
た
が
、
慧
遠
に
会
っ
て
粛
然
と
し
て
心
服
し
、
東
西
に
二
池
を
掘
り
、
白
蓮
を
植
え
て
白
蓮
社
入
り
を
求
め
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
慧
遠
は
「心
雑
」
で
あ
る
の
を
理
由
に
認
め
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
慧
遠
の
事
跡
を
伝
え
る
宋
代
の
諸
伝
記
、
例
え
ば
宗
暁
の
『楽
邦
文
類
』
巻
三
「蓮
社
始
祖
慧
遠
法
師
伝
」、
祝
穆
の
『事
文
類
衆
』
前
集
巻
三
十
五
「僧
部
」、
志
磐
の
『仏
祖
統
記
』
巻
二
十
六
「浄
土
立
教
志
」
の
「不
入
社
諸
賢
伝
」
な
ど
に
は
、
右
に
あ
げ
た
『慮
山
記
』
に
い
う
と
こ
ろ
と
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
慧
遠
が
謝
霊
運
の
白
蓮
社
入
り
を
許
さ
な
か
っ
た
話
は
、
慧
遠
の
高
徳
を
称
え
る
も
の
と
し
て
、
唐
代
に
は
既
に
存
在
し
て
い
た
が
、
宋
代
で
は
、
『慮
山
記
』
を
哨
矢
と
す
る
幾
つ
か
の
慧
遠
の
伝
記
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。
一一　
日
本
浄
土
宗
関
係
の
文
献
に
見
え
る
記
載
第
百
八
段
に
お
け
る
こ
の
慧
遠
と
謝
霊
運
の
話
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
『徒
然
草
』
の
注
釈
書
は
古
く
か
ら
『事
文
類
衆
』
、
『仏
祖
統
記
』、
『私
衆
百
因
縁
集
』
な
ど
の
名
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
浄
土
宗
関
係
の
文
献
に
見
え
る
記
載
に
注
目
し
、
浄
土
宗
で
は
こ
の
話
が
い
か
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
。
浄
土
宗
関
係
の
諸
書
で
、
も
っ
と
も
古
く
こ
の
話
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
浄
土
宗
第
二
祖
と
さ
れ
る
良
忠
（
一
一
九
九
～
一
二
八
七
）
の
『選
択
伝
弘
決
疑
妙
』
の
巻
四
で
あ
る
。
無
間
修
者
即
有
■
一義
■
不
レ
間
二
雑
行
■
一不
レ
間
二
煩
悩
一故
名
二
無
間
修
一問
無
余
修
中
己
嫌
二余
業
一何
重
嫌
レ之
答
彼
‐此
余
業
雖
二
同
雑
行
・所
‐
諸
余
業
一如
四
彼
慮
山
嫌
三
謝
霊
運
有
二雑
起
心
一也
無
間
修
下
為
下
嫌
二憚
怠
心
・令
中
精
懃
修
習
上
誠
二諸
余
業
一若
雑
二余
業
一正
‐
行
間
‐
断
成
二憚
怠
一
故
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『浄
土
宗
全
書
』
七
、
二
九
九
頁
）
傍
線
部
の
「如
彼
慮
山
嫌
謝
霊
運
有
雑
起
心
」
は
、
以
後
浄
土
宗
の
『選
択
伝
弘
決
疑
妙
』
の
注
釈
に
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
浄
土
宗
第
四
祖
と
さ
れ
る
良
暁
（
一
二
五
一
～
一
三
二
八
）
は
、
『決
疑
妙
見
聞
』
巻
四
「彼
慮
山
嫌
謝
霊
運
有
雑
起
心
事
」
の
項
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。慧
遠
禅
師
於
二慮
山
一結
レ
衆
行
二念
仏
・陶
淵
明
謝
霊
運
二
人
此
結
衆
入
望
淵
明
被
レ入
謝
霊
被
レ除
是
結
衆
佐
レ之
淵
明
愚
痴
　
嗜
レ
酒
放
逸
事
謝
霊
智
恵
精
進
無
間
行
人
也
而
彼
入
除
レ之
間
衆
其
意
疑
髪
慧
遠
結
レ
頌
云
謝
霊
不
レ
入
心
雑
起
故
淵
明
競
引
心
専
一
故
云
ヘ
リ
可
レ
見
二伝
文
一也
翁
浄
土
宗
全
書
』
七
、
四
二
六
頁
）
そ
の
内
容
を
要
約
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
慧
遠
は
慮
山
に
お
い
て
結
社
念
仏
の
際
に
、
陶
淵
明
と
謝
霊
運
の
二
人
が
そ
の
仲
間
に
入
ろ
う
と
し
た
が
、
陶
淵
明
は
許
し
、
謝
霊
運
は
除
名
し
た
。
陶
淵
明
は
愚
痴
で
大
酒
飲
み
、
謝
霊
運
は
智
恵
の
優
れ
た
求
道
者
で
あ
る
た
め
、
慧
遠
の
選
択
に
人
た
ち
は
疑
間
を
抱
い
た
。
す
る
と
、
慧
遠
は
頌
を
結
ん
で
、
謝
霊
運
を
除
名
し
た
の
は
、
そ
の
心
が
雑
起
（正
行
と
雑
行
が
混
じ
っ
て
行
う
）
し
て
い
る
が
た
め
で
あ
り
、
陶
淵
明
を
許
し
た
の
は
そ
の
心
が
専
一
で
あ
る
が
た
め
で
あ
る
と
答
え
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
聖
円
（
一
三
四
一
～
一
四
二
〇
）
の
『選
択
決
疑
妙
直
牒
』
巻
九
に
も
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
慮
山
嫌
謝
霊
運
等
者
今
云
慧
遠
禅
師
結
レ衆
四
十
八
日
行
二念
仏
一時
陶
淵
明
謝
霊
運
一
一人
是
結
衆
入
望
ム此
二淵
明
衆
ニレ
入
謝
霊
運
不
レ
入
レ′、た
時
．衆
此
怪
淵
明
愚
痴
テ墜
レ酒
放
逸
事
謝
霊
運
有
智
精
進
行
人
也
然
入
レ彼
除
レ之
疑
・■
（意
・愛
慧
遠
作
レ
頌
云
謝
霊
不
レ
入
心
雑
起
故
淵
明
競
引
心
専
一
故
卜己
而
謝
霊
運
′、法
華
筆
執
者
也
嫌
フ三
雑
起
ノ心
修
′レニ余
行
・故
也
。
「
浄
土
宗
全
書
』
七
、　
一
四
〇
頁
）
ま
た
、
良
栄
（
一
三
四
二
～
一
四
二
三
年
）
の
『論
註
記
見
聞
』
巻
三
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
讐
如
陶
淵
明
等
者
彼
人
慮
山
十
八
賢
随
一
也
此
人
為
二
学
問
一行
二
異
県
云
処
一出
家
行
時
無
二智
恵
一故
云
二虚
往
一学
問
満
ァ帰
ルレ家
時
即
智
者
也
故
云
二
実
帰
一彼
学
問
者
是
外
典
学
問
也
此
人
法
華
筆
授
者
謝
霊
運
評
二其
徳
一彼
謝
霊
運
戒
行
満
智
人
也
淵
明
無
戒
者
也
然
モ其
性
正
直
専
修
行
人
也
慧
遠
別
時
衆
嫌
二
謝
霊
一所
レ
入
二
淵
明
一彼
謝
霊
正
雑
兼
行
族
テ非
■
向
専
修
行
・故
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『浄
土
宗
全
書
』
一
、
五
〇
四
頁
）
聖
聡
（
一
三
六
六
～
一
四
四
〇
）
の
『大
経
直
談
要
註
記
』
巻
二
十
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
此
中
謝
霊
運
者
法
華
翻
訳
之
筆
受
者
也
遂
而
発
心
ァ就
テニ
法
師
・望
二浄
業
・
法
師
不
レ
許
レ
之
運
日
陶
淵
明
先
来
夕彼
レ
ハ愚
疫
闇
鈍
テ而
大
酒
無
レ
飽
我
是
一
天
賢
哲
四
海
名
筆
也
何
不
レ
許
レ之
哉
法
師
日
淵
明
雖
レ
為
二
愚
俗
・堪
二
一
向
専
念
之
機
・運
公
雖
レ為
二賢
儒
・嫌
二雑
起
不
専
之
心
一云
云
翁
浄
土
宗
全
書
』
一
三
、
二
四
三
頁
）
浄
土
宗
で
は
、
謝
霊
運
が
専
修
念
仏
の
理
念
に
沿
わ
な
い
人
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
、
法
然
の
浄
土
門
は
、
謝
霊
運
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
「心
雑
」、
或
い
は
「心
乱
」
を
、
「雑
起
心
」
と
解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
周
知
の
よ
う
に
法
然
浄
土
宗
の
特
徴
は
専
修
念
仏
で
あ
る
。
法
然
が
『選
択
本
願
念
仏
集
』
で
主
張
す
る
よ
う
に
、
聖
道
門
（浄
土
宗
以
外
の
諸
宗
）
を
去
っ
て
、
雑
行
（念
仏
以
外
の
諸
行
）
を
廃
捨
し
て
、
助
業
（読
経
、
観
察
、
礼
拝
、
讃
嘆
供
養
）
を
傍
ら
に
し
て
、
浄
土
門
に
入
り
仏
の
本
願
に
依
る
称
名
を
正
定
業
と
し
て
専
修
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
謝
霊
運
に
つ
い
て
、
前
掲
の
『選
択
決
疑
妙
直
牒
』
に
は
「嫌
三雑
起
心
修
二余
行
・故
也
」、
良
栄
の
『論
註
記
見
聞
』
に
「彼
謝
霊
正
雑
兼
行
族
テ非
三
向
専
修
行
・故
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
謝
霊
運
が
「余
行
（雑
行
と
、
「正
雑
兼
行
（念
仏
の
行
と
雑
行
を
混
じ
っ
て
行
う
と
を
修
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
法
然
の
浄
土
門
で
は
、
「余
行
」
も
「正
雑
兼
行
」
も
廃
捨
す
べ
き
行
為
で
あ
り
、
例
え
ば
『法
然
上
人
伝
記
』
（醍
醐
本
『法
然
上
人
伝
全
集
し
の
「
三
心
料
簡
事
」
に
は
、
但
念
仏
生
二極
楽
国
ヽ
但
余
行
生
二憚
慢
国
・也
。
然
念
仏
余
善
兼
行
者
亦
有
Ｌ
一、
念
仏
方
心
重
雑
二余
行
生
二極
楽
ヽ
余
行
方
心
重
助
二念
仏
一生
二憚
慢
一云
々
。
と
あ
る
よ
う
に
、
念
仏
の
み
を
行
う
者
は
極
楽
国
に
、
余
行
を
行
う
者
は
潔
慢
国
に
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
念
仏
正
雑
兼
行
の
者
は
、
念
仏
の
方
に
心
の
重
い
者
は
極
楽
国
に
生
ま
れ
る
が
、
余
行
の
方
に
心
の
重
い
者
は
念
仏
を
助
け
て
も
憚
慢
国
に
生
れ
る
の
で
あ
る
。
前
掲
『慮
山
記
』
に
は
、
謝
霊
運
が
慧
遠
に
一
日
会
い
敬
服
し
、
池
を
掘
り
、
台
を
作
り
、
池
に
自
蓮
を
植
え
る
な
ど
、
慧
遠
に
対
す
る
並
大
抵
で
は
な
い
奉
仕
ぶ
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
法
然
の
浄
土
門
か
ら
見
れ
ば
、
池
を
掘
る
こ
と
も
、
自
蓮
を
植
え
る
こ
と
も
、
い
ず
れ
も
余
行
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
謝
霊
運
が
念
仏
の
行
と
余
行
を
雑
え
て
修
し
た
人
物
、
さ
ら
に
は
、
心
の
問
題
と
し
て
、
念
仏
を
し
な
が
ら
も
信
心
が
諸
行
に
移
っ
て
乱
れ
る
「雑
起
心
」
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
背
景
に
、
『宋
書
』
な
ど
に
記
さ
れ
る
謝
霊
運
が
豪
奢
、
放
縦
を
き
わ
め
た
性
格
で
最
後
に
は
謀
反
の
罪
で
処
刑
さ
れ
る
と
い
う
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
ぁ
る
。
そ
し
て
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
浄
土
宗
に
お
け
る
謝
霊
運
像
に
強
く
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
で
見
た
よ
う
に
、
慧
遠
が
謝
霊
運
の
自
蓮
社
入
り
を
許
さ
な
か
っ
た
話
は
、
良
忠
の
『選
択
伝
弘
決
疑
妙
』
以
後
、
『
選
択
伝
弘
決
疑
抄
』
の
注
釈
に
は
し
ば
し
ば
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
『徒
然
草
』
第
百
八
段
に
お
い
て
、
謝
霊
運
が
「無
益
の
事
を
な
し
」
た
も
の
と
し
て
、
即
ち
仏
道
を
修
す
る
上
で
の
「癬
怠
」
を
戒
め
る
具
体
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
浄
土
宗
に
お
け
る
謝
霊
運
の
取
り
扱
い
方
と
共
通
し
て
い
る
。
兼
好
は
浄
土
宗
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
次
節
で
は
さ
ら
に
第
百
八
段
の
「謝
霊
運
は
法
華
の
筆
儒
な
り
」
と
い
う
記
述
に
注
目
し
た
い
。
一二
「謝
霊
運
は
法
華
の
筆
儒
な
り
」
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
第
百
八
段
に
は
、
「謝
霊
運
は
法
華
の
筆
儒
な
り
」
（烏
丸
本
は
「法
華
の
筆
受
」
と
す
る
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。　
一
方
、
前
掲
の
聖
間
の
『
選
択
決
疑
抄
直
牒
』
に
「謝
霊
運
法
華
執
筆
者
也
」、
良
栄
の
『論
註
記
見
聞
』
に
も
「法
華
筆
授
者
謝
霊
運
」、
聖
聡
の
『大
経
直
談
要
註
記
』
に
も
「謝
霊
運
者
法
華
翻
訳
之
筆
受
者
也
」
と
あ
っ
て
、
『徒
然
草
』
と
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
「筆
受
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
中
村
元
氏
『広
説
仏
教
語
大
辞
典
』
で
は
「仏
典
を
漢
訳
す
る
訳
場
に
お
い
て
、
訳
主
の
唱
え
る
梵
語
を
そ
の
ま
ま
漢
字
で
音
写
し
た
も
の
を
、
次
に
漢
語
に
移
す
者
を
い
う
。
訳
場
に
お
け
る
第
三
の
人
物
で
翻
訳
を
筆
記
す
る
人
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
謝
霊
運
が
『涅
槃
経
』
の
翻
訳
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
は
多
く
の
史
料
で
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
『法
華
経
』
の
翻
訳
に
関
係
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
『徒
然
草
寿
命
院
抄
』
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
私
日
法
華
ノ
筆
受
卜
云
事
、
釈
氏
ノ
教
者
へ
尋
レ
ト
モ
正
説
ナ
シ
。
今
此
ノ
了
誉
作
ノ
書
モ
、
日
本
応
永
年
中
ノ
抄
物
也
。
兼
好
時
代
ヨ
リ
逢
二
已
後
ノ
書
也
。
兼
好
何
ノ
書
記
ヲ
以
テ
書
タ
ル
事
ヲ
不
知
、
不
審
々
々
。
翁
徒
然
草
古
注
釈
集
成
』
勉
誠
社
、　
一
九
九
六
年
）
『寿
命
院
抄
』
で
は
、
謝
霊
運
が
『法
華
経
』
の
筆
受
で
あ
る
説
は
根
拠
が
確
認
で
き
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
了
誉
（聖
円
）
の
著
書
に
は
謝
霊
運
の
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
『徒
然
草
』
以
後
の
成
立
で
あ
る
た
め
、
兼
好
が
参
照
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
一
方
、
近
代
以
降
の
注
釈
で
は
、
こ
れ
は
兼
好
の
誤
記
か
と
す
る
意
見
も
あ
Ｚつ
。・
謝
霊
運
が
涅
槃
経
の
筆
受
で
あ
っ
た
事
は
有
名
ら
し
い
が
、
法
華
経
の
筆
受
を
し
た
証
は
見
出
せ
な
い
。
或
は
兼
好
の
思
ひ
誤
で
は
あ
る
ま
い
か
。
（橘
純
一
『正
註
つ
れ
ハ
ヽ
草
通
釈
』
慶
文
堂
書
店
、　
一
九
三
八
年
）
。
法
華
筆
受
は
、
兼
好
の
誤
記
で
あ
る
。
（田
辺
爵
『徒
然
草
諸
注
集
成
』
右
文
書
院
、　
一
九
六
二
年
）
・
謝
霊
運
は
『涅
槃
経
』
の
筆
受
は
し
た
が
、
『法
華
経
』
に
関
し
て
そ
の
よ
う
な
事
蹟
は
伝
わ
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、
兼
好
の
思
い
違
い
に
よ
る
か
。
（三
木
紀
人
『徒
然
草
全
訳
注
（二
と
講
談
社
学
術
文
庫
、　
一
九
八
二
年
）
こ
の
誤
記
は
果
た
し
て
兼
好
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
謝
霊
運
が
『法
華
経
』
の
筆
受
だ
っ
た
と
い
う
記
録
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
前
掲
の
『選
択
決
疑
妙
直
牒
』
な
ど
の
出
典
以
前
に
は
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
兼
好
の
生
き
た
時
代
に
、
こ
の
伝
承
は
既
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
良
忠
『選
択
伝
弘
決
疑
妙
』
の
中
の
「如
彼
慮
山
嫌
謝
霊
運
有
雑
起
心
」
は
、
『選
択
伝
弘
決
疑
砂
』
の
注
釈
書
に
し
ば
し
ば
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
謝
霊
運
の
話
が
浄
土
宗
の
間
に
広
が
っ
て
い
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
謝
霊
運
は
『法
華
経
』
の
筆
受
と
い
う
伝
承
も
生
ま
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
浄
土
宗
周
辺
に
生
じ
た
謝
霊
運
の
伝
説
が
『徒
然
草
』
に
影
響
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
前
掲
の
良
忠
、
良
暁
、
及
び
兼
好
よ
り
後
代
の
聖
円
、
聖
聡
ら
は
い
ず
れ
も
浄
土
宗
鎮
西
派
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
兼
好
は
鎮
西
派
と
の
接
触
の
可
能
性
が
十
分
あ
る
こ
と
は
既
に
松
本
真
輔
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『徒
然
草
』
に
お
け
る
謝
霊
運
の
話
の
受
け
止
め
方
も
、
鎮
西
派
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
四
「
心
常
に
風
雲
の
興
を
観
」
ず
と
山
水
詩
人
謝
霊
運
今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
謝
霊
運
の
白
蓮
社
入
り
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
中
国
の
文
献
に
は
、
「心
雑
」、
或
い
は
「心
乱
」
で
あ
っ
た
た
め
、
日
本
浄
土
宗
関
係
の
諸
書
に
は
、
「雑
起
心
」
で
あ
っ
た
た
め
と
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
『徒
然
草
』
は
、
「心
常
に
風
雲
の
興
を
観
ぜ
し
か
ば
」
と
記
し
て
い
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
記
述
は
『徒
然
草
』
以
外
に
は
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
兼
好
が
単
に
書
物
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
直
接
引
用
し
た
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
理
解
に
よ
っ
て
書
い
た
可
能
性
が
大
き
い
。
従
っ
て
、
こ
の
表
現
は
兼
好
の
謝
霊
運
に
対
す
る
理
解
と
評
価
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
「風
雲
の
興
」
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
解
釈
上
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
「風
雲
」
は
、
『角
川
古
語
大
辞
典
』
に
は
、
「①
風
と
雲
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
自
然
の
風
物
。
②
大
自
然
に
親
じ
む
旅
。
ま
た
、
そ
の
旅
に
出
る
こ
と
。
③
竜
が
風
と
雲
に
乗
っ
て
天
に
昇
る
よ
う
に
、
天
地
の
間
に
大
い
に
飛
躍
す
る
こ
と
。
栄
達
。
出
世
。
④
今
に
も
変
事
が
起
り
そ
う
な
形
勢
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
『徒
然
草
』
の
注
釈
書
の
解
釈
は
、
①
と
③
の
意
味
の
ど
ち
ら
か
に
相
当
す
る
。
つ
ま
り
、
「風
雲
の
興
」
が
果
た
し
て
自
然
の
景
物
を
い
っ
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
謝
霊
運
の
政
治
的
志
向
を
描
こ
う
と
し
た
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
は
解
釈
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「心
常
に
風
雲
の
興
を
観
」
ず
と
い
う
表
現
は
、
謝
霊
運
が
山
水
詩
人
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
上
で
用
い
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
謝
霊
運
（三
八
五
～
四
三
二
）
は
、
山
水
詩
の
開
拓
者
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
、
昔
か
ら
中
国
や
日
本
で
高
い
評
価
を
受
け
て
き
た
詩
人
で
あ
る
。
『謝
康
楽
集
』
八
巻
が
あ
る
ほ
か
、
四
十
首
の
詩
が
『文
選
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『宋
書
』
巻
六
十
七
の
伝
記
に
、
尋
レ山
陵
レ嶺
、
必
造
二幽
峻
ヽ
巌
障
千
重
、
莫
レ不
二備
尽
「
登
躍
常
著
二木
履
ヽ
上
レ山
則
去
二前
歯
ヽ
下
レ山
去
二其
後
歯
「
と
あ
り
、
謝
霊
運
が
山
を
尋
ね
嶺
に
登
る
に
は
、
必
ず
奥
深
い
所
に
至
り
、
巌
峰
千
重
と
い
っ
た
難
所
は
登
ら
な
い
所
が
な
く
、
登
山
専
用
の
木
履
ま
で
発
明
し
た
と
い
う
。
こ
の
話
は
『蒙
求
』
に
も
「霊
運
曲
笠
」
の
標
題
で
収
め
ら
れ
、
謝
霊
運
の
山
水
に
対
す
る
並
な
ら
ぬ
愛
好
ぶ
り
を
語
っ
て
い
る
。
「風
雲
の
興
を
観
」
ず
と
い
う
語
は
、
そ
の
よ
う
な
謝
霊
運
の
姿
を
表
現
し
た
と
考
え
ら
れ
Ｚつ
。と
こ
ろ
で
、
兼
好
は
「風
雲
の
興
」
を
、
慮
山
に
特
定
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
虜
山
は
慧
遠
と
そ
の
自
蓮
社
が
念
仏
す
る
地
で
あ
る
が
、
古
く
か
ら
気
象
情
景
の
変
化
の
激
し
い
山
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
例
え
ば
、
慧
遠
の
「慮
山
略
記
」
「
慮
山
記
』
巻
一
「叙
山
水
篇
第
一
し
に
は
、
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
其
山
大
嶺
凡
有
二七
重
「
園
基
周
回
垂
二
五
百
里
「
風
雲
之
所
レ憶
。
江
湖
之
所
Ｌ
市
。
高
崖
反
宇
。
蛤
壁
万
尋
。
幽
岨
窮
巌
。
人
獣
両
絶
。
天
将
雨
則
有
二白
気
・先
博
。
而
現
略
於
嶺
下
。
及
至
二触
レ
石
吐
レ
雲
「
則
條
忽
而
集
。
或
大
風
振
レ崖
。
逸
響
動
レ
谷
。
群
籟
競
レ奏
。
奇
声
該
レ人
。
此
其
変
化
不
レ
可
レ測
者
実
。　
　
　
翁
大
正
新
修
大
蔵
経
』
五
一
、　
一
〇
二
五
頁
）
慮
山
は
大
き
な
嶺
が
お
よ
そ
七
つ
ほ
ど
重
な
り
合
い
、
円
形
の
基
の
ま
わ
り
は
五
百
里
ほ
ど
で
、
風
と
雲
が
こ
こ
を
支
配
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
雨
が
降
る
前
の
雲
の
沸
き
立
つ
様
子
に
つ
い
て
、
ま
ず
白
い
気
が
む
く
む
く
と
立
ち
こ
め
て
嶺
の
下
に
ま
と
い
つ
き
、
そ
れ
が
石
に
触
れ
雲
と
な
っ
て
湧
き
上
が
る
と
、
見
る
見
る
う
ち
に
む
ら
が
り
集
ま
っ
て
く
る
と
い
い
、
ま
た
、
風
の
強
い
光
景
に
つ
い
て
、
大
風
が
崖
を
振
し
、
す
さ
ま
じ
い
響
き
は
谷
を
動
か
し
、
万
物
は
競
い
合
う
か
の
ご
と
く
音
を
発
し
て
、
そ
の
異
様
な
声
は
人
を
び
っ
く
り
さ
せ
る
と
い
う
。
そ
の
外
に
、
『
梁
高
僧
伝
』
も
、
東
林
寺
の
様
子
を
「白
雲
満
レ
室
」
と
描
写
し
、
謝
霊
運
の
「仏
影
銘
」
も
、
虜
山
の
自
然
美
に
つ
い
て
「雲
往
払
レ
山
、
風
来
過
レ
松
」
と
詠
じ
て
い
る
。
「風
雲
の
興
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
兼
好
に
は
、
こ
の
よ
う
な
慮
山
の
自
然
に
対
す
る
認
識
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
五
　
中
世
に
お
け
る
「
風
」
と
「
雲
」
の
イ
メ
ー
ジ
兼
好
は
、
「心
常
に
風
雲
の
興
を
観
」
ず
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
謝
霊
運
の
心
の
あ
り
方
も
捉
え
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
次
に
、
中
世
に
お
け
る
風
雲
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
『徒
然
草
』
に
お
け
る
心
の
捉
え
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
雲
を
眺
め
て
い
る
と
ど
の
よ
う
な
感
情
が
心
に
広
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
か
。
唐
代
の
詩
人
元
積
は
、
「幽
棲
」
と
題
し
た
詩
に
、
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。
野
人
自
愛
幽
棲
所
　
野
人
自
ら
幽
棲
す
る
所
を
愛
し
近
対
長
松
遠
是
山
　
近
く
長
松
に
対
ひ
て
、
遠
く
は
是
れ
山
な
り
尽
日
望
雲
心
不
繋
　
尽
日
雲
を
望
め
ば
心
繋
が
れ
ず
有
時
見
月
夜
方
閑
　
時
有
っ
て
月
を
見
れ
ば
夜
方
に
閑
か
な
り
壺
中
天
地
乾
坤
外
　
〓空
中
の
天
地
　
乾
坤
の
外
夢
裏
身
名
旦
暮
間
　
夢
裏
の
身
名
　
旦
暮
の
間
遼
海
若
思
千
歳
鶴
　
遼
海
千
歳
の
鶴
を
思
ふ
が
ご
と
し
且
留
城
市
回
飛
還
　
且
つ
城
市
に
留
し
て
回
り
て
飛
還
す
。
「
全
唐
詩
』
巻
一
五
、
元
積
〓
Ｃ
こ
の
詩
に
は
、
元
根
が
愛
し
た
松
林
の
中
の
居
室
で
、
終
日
雲
を
眺
め
た
り
、
時
に
は
月
を
見
る
と
い
っ
た
、
悠
々
自
適
の
生
活
の
楽
し
み
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
元
積
は
昼
の
雲
と
夜
の
月
に
と
り
わ
け
深
く
心
を
寄
せ
、
心
を
動
か
す
雲
と
、
心
を
静
め
る
月
と
を
対
照
的
に
と
ら
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
こ
の
二
句
は
『和
漢
朗
詠
集
』
（巻
下
、
雲
、
四
〇
五
）
と
『千
載
佳
句
』
（隠
逸
部
、
幽
居
）
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
広
く
愛
誦
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
下
、
『和
漢
朗
詠
集
』
注
釈
書
の
解
釈
を
掲
げ
、
こ
の
二
句
が
中
世
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
か
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
『和
漢
朗
詠
集
永
済
注
』
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
此
詩
、
上
旬
ハ
、
シ
ツ
カ
ニ
ヰ
テ
、
ヒ
ネ
モ
ス
ニ
、
ク
モ
ナ
ト
ヲ
、
ウ
チ
ナ
カ
ム
レ
ハ
、
コ
ヽ
ロ
ア
ク
カ
レ
テ
、
ツ
ナ
キ
ト
ヽ
メ
カ
タ
シ
ト
イ
フ
ナ
リ
。
下
旬
ハ
、
ヨ
ニ
イ
タ
リ
テ
、
月
ヲ
ミ
レ
ハ
、
マ
タ
、
ヨ
シ
ツ
カ
ニ
シ
テ
、
モ
ノ
ア
ハ
レ
ナ
リ
ト
云
ナ
リ
。
今
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
大
学
堂
書
店
）
『和
漢
朗
詠
集
仮
名
注
』
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
此
′、、
元
慎
ヵ、
幽
栖
／
様
也
。
議
、
山
深
ク
幽
居
シ
、テ
ツ
ク
／
ヽ
卜
閑
窓
二雲
フ
望
メヽ
′、
山
ヨ
リ
出
雲
、
色
々
様
々
、　
一
村
立
ヌ
レ
ハ
、
又
一
村
キ
エ
、
消
レ
ハ
又
立
、
雲
有
様
見
、
定
無
世
転
反
、
眼
遮
故
、
心
暫
定
マ
ラ
サ
レ
ハ
、
不
繋
一云
ヘ
リ
。　
一
義
、
只
閑
居
窓
向
、
山
立
チ向
フ雲
、
色
々
様
々
往
来
フ
見
、
我
心
ツ
レ
テ
、
往
来
也
。
故
、
心
不
繁
云
也
。
前
義
モ
、
底
心
、
是
也
。
下
旬
、
時
、
ア
マ
タ
義
。
或
、
秋
時
欺
。
或
、
心
定
マ
レ
ル
時
欺
。
又
′、、
晴
レ
タ
ル
時
欺
。
謂
ク、
閑ヵ
ナ
ル
し
ス
マ
シ
テ
、
明
月
フ見
，レ、
心
弥
々
ス
ミ
ノ
ホ
リ
テ
、
心
モ
夜
モ
、
共
二閑ヵ
也
卜
云
也
。
上
ノ句
二ヽ
′、
不
定
ノ
コ
ト
ヲ
作
り、
下
ノ
句
二
′ヽ、
閑
ナ
ル
し
作
レ
リ
。
或
説
二
ヽ
仏
法
二
入
テ
、
定
散
ノ
ニ
幌
深
ク
作
レ
ル
ト
云
也
。
「
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
大
学
堂
書
店
）
両
注
釈
は
、
い
ず
れ
も
、
雲
が
心
を
動
か
す
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。
特
に
『和
漢
朗
詠
集
仮
名
注
』
は
、
変
化
す
る
雲
の
様
子
に
合
わ
せ
て
、
閑
居
の
人
の
静
か
に
保
つ
べ
き
心
が
変
化
す
る
と
述
べ
、
「或
説
」
と
し
て
、
仏
教
思
想
「定
心
（心
が
常
に
一
つ
の
対
象
に
安
住
す
る
禅
定
心
と
を
月
に
、
「散
心
（暫
く
も
安
住
し
な
い
散
乱
の
心
と
を
雲
に
た
と
え
て
い
る
。
一
方
、
風
に
つ
い
て
は
、
『徒
然
草
』
第
二
十
一
段
に
「風
の
み
こ
そ
人
に
心
は
つ
く
め
れ
」
と
あ
り
、
風
は
自
然
現
象
の
中
で
特
に
人
に
興
趣
を
感
じ
る
心
を
催
さ
せ
る
よ
う
だ
と
い
っ
て
い
る
。
西
尾
実
氏
は
、
「
そ
れ
が
形
も
色
も
な
い
空
気
そ
の
も
の
動
き
で
あ
る
だ
け
に
、
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
行
く
か
わ
か
ら
な
い
、
人
間
の
運
命
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
趣
を
持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
伊
藤
博
之
氏
も
、
「形
も
な
く
行
方
も
知
れ
ず
吹
く
風
は
、
無
常
観
の
表
現
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
っ
た
」、
「実
体
の
な
い
風
と
い
う
も
の
は
、
隠
者
の
心
の
あ
り
方
と
深
い
と
こ
ろ
で
通
い
合
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
風
は
雲
と
同
様
に
心
を
動
か
す
も
の
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
平
静
に
保
つ
べ
き
心
を
乱
す
景
色
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
人
間
の
心
は
周
囲
の
事
実
に
刺
激
、
触
発
さ
れ
て
動
く
も
の
で
あ
り
、
心
は
外
か
ら
来
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
『徒
然
草
』
の
心
の
と
ら
え
方
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
荒
木
浩
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
純
。
『徒
然
草
』
で
見
て
み
る
と
、
例
え
ば
、
第
五
十
八
段
に
、
「心
は
縁
に
引
か
れ
て
移
る
物
測
測
日
、
閑
か
な
ら
で
は
、
道
は
行
じ
が
た
し
。」
第
百
五
十
七
段
に
、
「
棚
嘲
か
な
ら
ず
事
に
触
れ
て
来
る
。
仮
に
も
不
善
の
戯
れ
を
な
す
べ
か
ら
ず
。」
第
二
百
四
十
一
段
に
、
「所
願
心
に
来
ら
ば
、
妄
心
迷
乱
す
と
知
て
、　
一
事
を
も
な
す
べ
か
ら
ず
。
」
と
あ
り
、
心
が
周
囲
に
刺
激
、
触
発
さ
れ
て
変
化
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
謝
霊
運
に
つ
い
て
、
『宋
書
』
の
伝
記
に
は
、
霊
運
為
性
福
激
、
多
懲
二礼
度
「
朝
庭
以
二文
義
・処
レ之
、
不
下
以
二
応
実
・
相
許
炒
自
謂
二才
能
宜
，参
二権
用
ヽ
既
不
レ
見
レ知
、
常
懐
憤
憤
。
と
あ
り
、
謝
霊
運
は
気
性
が
激
し
く
、
礼
法
に
従
わ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
朝
廷
は
彼
を
文
義
（文
学
・
学
問
）
の
面
で
遇
し
、
実
際
の
政
治
に
は
参
加
さ
せ
な
か
っ
た
。
謝
霊
運
は
自
分
の
政
治
的
才
能
に
対
す
る
自
負
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
重
視
さ
れ
な
い
と
分
か
っ
て
、
常
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
。
政
治
的
不
遇
が
契
機
と
な
っ
て
、
謝
霊
運
は
隠
逸
の
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
隠
逸
生
活
は
彼
に
と
っ
て
貴
族
生
活
の
延
長
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
同
じ
く
、霊
運
父
祖
、
並
葬
二始
寧
県
ヽ
並
有
二故
宅
及
荘
「
遂
移
籍
二会
稽
「
修
営
二
別
業
ヽ
傍
レ
山
帯
レ
江
、
尽
二
幽
居
之
美
“
興
二隠
士
王
弘
之
、
孔
淳
之
等
ヽ
縦
放
為
レ娯
、
有
二終
焉
之
志
「
と
あ
り
、
退
隠
を
決
意
し
た
謝
霊
運
は
会
稽
に
住
み
つ
き
、
父
祖
の
資
産
を
利
用
し
て
別
業
を
修
営
し
、
山
に
傍
り
江
を
帯
し
、
幽
居
の
美
を
尽
く
し
た
。
ま
た
隠
逸
者
の
王
弘
之
、
孔
淳
之
ら
と
ほ
し
い
ま
ま
に
娯
を
な
し
、
終
焉
の
志
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
謝
霊
運
の
隠
逸
生
活
は
、
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
『宋
書
』
に
よ
れ
ば
、
謝
霊
運
は
生
涯
三
回
も
出
仕
と
隠
逸
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
謝
霊
運
自
身
が
、
「感
深
操
不
レ
固
、
質
弱
易
二
板
纏
こ
翁
文
選
』
巻
二
五
「還
・一旧
園
一作
見
二顔
池
三
中
書
こ
）
と
い
う
よ
う
に
、
俗
世
へ
の
執
着
を
断
ち
切
っ
て
、
高
潔
無
欲
な
隠
逸
者
に
な
る
強
靭
な
意
志
は
な
か
っ
た
。
隠
逸
者
と
し
て
平
静
に
保
つ
べ
き
心
が
い
つ
も
外
面
の
世
界
に
動
か
さ
れ
る
謝
霊
運
の
心
の
あ
り
方
を
、
兼
好
は
「心
常
に
風
雲
の
興
を
観
ず
」
と
描
い
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
お
わ
り
に
以
上
、
第
百
八
段
に
記
さ
れ
る
慧
遠
が
謝
霊
運
の
白
蓮
社
入
り
を
許
さ
な
か
っ
た
話
に
着
目
し
、
中
国
の
文
献
に
見
え
る
記
載
と
日
本
浄
土
宗
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
『徒
然
草
』
が
仏
道
を
修
す
る
上
で
の
「憚
怠
」
を
戒
め
る
具
体
例
と
し
て
こ
の
話
を
あ
げ
て
い
る
の
は
、
浄
土
宗
に
お
け
る
謝
霊
運
の
受
け
止
め
方
の
影
響
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
兼
好
は
、
単
に
浄
土
宗
関
係
の
書
物
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
直
接
引
用
し
た
の
で
は
な
く
、
謝
霊
運
の
山
水
詩
人
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
仏
教
者
、
隠
逸
者
で
あ
り
な
が
ら
常
に
外
部
の
世
界
に
動
揺
さ
れ
る
心
の
あ
り
方
を
、
「心
常
に
風
雲
の
興
を
観
」
ず
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
描
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
『徒
然
草
』
に
お
け
る
人
間
描
写
が
、
簡
潔
な
片
言
隻
句
に
よ
っ
て
そ
の
人
と
な
り
を
髪
髯
さ
せ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
謝
霊
運
の
描
写
に
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
注（１
）
慧
遠
が
謝
霊
運
の
白
蓮
社
入
り
を
許
さ
な
か
っ
た
話
は
、
慧
遠
と
謝
霊
運
を
伝
え
る
最
も
古
い
伝
記
類
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
従
来
の
研
究
は
、
こ
の
話
は
後
世
に
付
加
さ
れ
た
信
憑
性
の
な
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
小
尾
郊
一
氏
は
、
「白
蓮
社
に
入
社
す
る
の
を
断
ら
れ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
心
服
ぶ
り
か
ら
察
し
て
信
用
で
き
な
い
、
慧
遠
の
高
僧
ぶ
り
を
称
え
る
も
の
と
し
て
霊
運
を
低
く
み
る
つ
け
た
し
の
話
で
、
む
し
ろ
慧
遠
は
霊
運
の
門
閥
と
名
誉
と
を
利
用
し
て
仏
法
を
弘
め
る
た
め
の
有
力
者
で
あ
る
と
さ
え
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
霊
運
を
頼
み
こ
そ
す
れ
退
け
る
こ
と
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い
。
」
と
い
い
（小
尾
郊
一
「謝
霊
運
伝
（
Ⅱ
と
、
「広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
一
―
一
、
一
九
七
二
年
一
月
）、
ま
た
、
鵜
飼
光
昌
氏
は
、
「
高
僧
伝
』
の
記
述
、
ま
た
広
州
で
の
棄
市
の
刑
と
い
っ
た
謝
霊
運
伝
に
お
け
る
負
の
側
面
が
結
び
つ
い
て
、
い
つ
し
か
慧
遠
が
霊
運
の
入
蓮
社
を
拒
ん
だ
と
い
う
話
に
発
展
し
、
そ
れ
が
広
く
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
（「謝
霊
運
『金
剛
般
若
経
注
』
の
基
礎
的
研
究
（下
）
―
僧
肇
撰
と
伝
え
ら
れ
る
『金
剛
経
註
』
一
巻
と
の
関
係
に
つ
い
て
―
」、
「仏
教
大
学
学
会
文
学
部
論
集
』
第
七
七
号
、　
一
九
九
二
年
）。
な
お
、
謝
霊
運
が
慧
遠
を
崇
拝
し
て
い
た
こ
と
は
、
『梁
高
僧
伝
』
に
、
「陳
郡
謝
霊
運
。
負
レ
才
傲
レ
俗
。
少
レ
所
二
推
崇
つ
及
二
相
見
つ
粛
然
心
服
。
」
∩
大
正
新
修
大
蔵
経
』
五
〇
、
三
六
一
頁
）
や
、
謝
霊
運
の
書
い
た
「鷹
山
慧
遠
法
師
課
」
の
序
に
（『広
弘
明
集
』
巻
二
十
三
）、
「
予
志
学
之
年
、
希
二
門
人
之
末
つ
惜
哉
誠
願
弗
レ
遂
、
永
違
二此
世
置
（『大
正
新
修
大
蔵
経
』
五
二
、
二
六
七
頁
）
な
ど
に
よ
っ
て
推
察
で
き
る
。
（２
）
次
に
掲
げ
る
用
例
は
鵜
飼
光
昌
氏
の
指
摘
に
よ
る
。
鵜
飼
光
昌
　
注
（１
）
前
掲
論
文
。
（３
）
慧
遠
と
謝
霊
運
の
こ
の
話
が
日
本
浄
土
宗
に
知
ら
れ
る
背
景
に
、
慧
遠
の
受
容
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
に
お
け
る
慧
遠
の
受
容
は
、
鎌
倉
時
代
、
浄
土
宗
を
中
心
に
な
さ
れ
て
き
た
。
浄
土
宗
の
開
祖
法
然
の
『選
択
本
願
念
仏
集
」
に
、
「如
二聖
道
家
血
脈
一浄
土
宗
亦
有
二
血
脈
「
但
於
二浄
土
一
宗
一諸
家
不
レ同
。
所
レ
謂
慮
山
慧
遠
法
師
・
慈
慇
三
蔵
・
道
綽
・
善
導
等
是
也
。
」
（『大
正
新
修
大
蔵
経
』
八
三
、
二
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
法
然
は
中
国
の
浄
土
宗
の
流
れ
に
三
家
の
別
を
立
て
、
慧
遠
を
そ
の
一
家
の
開
祖
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
慧
遠
が
法
然
浄
土
門
の
中
で
は
特
に
尊
敬
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
慧
遠
の
遺
風
を
慕
っ
て
は
る
ば
る
慮
山
を
訪
れ
た
人
ま
で
も
現
れ
て
い
る
。
桜
部
建
氏
「慧
遠
―
念
仏
門
の
鼻
祖
―
」
（
浄
土
教
の
思
想
』
第
二
巻
、
講
談
社
、　
一
九
九
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
日
本
か
ら
最
初
に
慮
山
を
訪
れ
た
の
は
宗
円
で
あ
っ
た
。
天
福
元
年
（
一
二
三
二
）
、
宗
円
は
師
弁
長
（法
然
の
弟
子
、
浄
土
宗
第
二
祖
、
鎮
西
派
の
祖
）
の
命
を
受
け
遣
宋
使
の
船
に
乗
っ
て
入
宋
し
、
慮
山
を
訪
れ
、
帰
朝
後
は
自
ら
白
蓮
社
と
号
し
た
。
ま
た
、
宗
円
と
同
じ
く
鎮
西
派
の
澄
円
は
、
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）、
元
に
渡
り
、
慮
山
の
東
林
寺
で
普
度
に
接
し
、
帰
朝
後
故
郷
の
堺
に
白
蓮
社
を
模
し
て
旭
蓮
社
大
阿
弥
陀
経
寺
を
開
い
た
。
そ
し
て
、
宗
円
が
白
蓮
社
と
、
澄
円
は
旭
蓮
社
と
号
し
た
こ
と
が
前
例
と
な
っ
て
、
そ
の
後
、
浄
土
宗
の
中
で
は
蓮
社
号
と
名
乗
っ
て
慧
遠
以
来
の
白
蓮
社
の
伝
統
の
中
の
一
員
と
自
任
す
る
風
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
（４
）
松
本
真
輔
「『徒
然
草
』
の
疑
心
往
生
説
」
（早
稲
田
大
学
国
文
学
会
『国
文
学
研
究
』
第
一
二
〇
集
、　
一
九
九
六
年
十
月
）
（５
）
西
尾
実
「「
つ
れ
づ
れ
草
」
文
学
の
世
界
（抄
ご
（『徒
然
草
必
携
』
学
燈
社
、
一
九
八
七
年
）
（６
）
「中
世
の
隠
者
文
学
』
「風
の
イ
メ
ー
ジ
」
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
文
学
、
学
生
社
、　
一
九
七
六
年
）
（７
）
荒
木
浩
「徒
然
草
の
「心
Ｌ
（『
国
語
国
文
』
六
三
―
一
、　
一
九
九
四
年
一
月
号
）
（８
）
例
え
ば
、
小
林
智
昭
氏
は
、
「徒
然
草
』
に
は
特
定
の
個
人
に
つ
い
て
、
「簡
潔
な
片
言
隻
旬
に
よ
っ
て
、
逆
に
そ
の
人
と
な
り
を
髪
髯
さ
せ
て
い
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
」
と
述
べ
（「人
間
描
写
に
つ
い
て
」
「中
世
文
学
の
思
想
』
至
文
堂
、
一
九
六
四
年
）、
次
田
香
澄
氏
は
、
「断
片
的
で
あ
っ
て
も
、
核
心
を
突
き
短
文
の
間
に
よ
く
人
間
像
の
輪
郭
を
浮
び
上
が
ら
せ
て
い
る
の
が
兼
好
の
才
筆
の
特
徴
で
あ
」
る
と
述
べ
て
い
る
（「兼
好
の
人
間
観
」
「徒
然
草
講
座
』
第
一
巻
、
有
精
堂
、
一
九
七
四
年
）。
※
『徒
然
草
』
本
文
の
引
用
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（岩
波
書
店
）
に
よ
っ
た
。
―
―
本
学
大
学
院
外
国
人
客
員
研
究
員
―
―
